
チャレンジコース
（○をして下さい） （ 例 あいうべ体操1日10回 )

C

D

A

A Ｂ C D E

口の健康
●あいうべ体操
　（1日30回）
●しっかり
　歯みがき
　　　　　　など

B 運動 食
●塩分控えめ
●間食控えめ
●腹八分目
●野菜たっぷり
 など

●ウォーキング
●パークゴルフ
●体操
　　ラジオ体操
　　シルバーリハビリ
　　ストレッチ　　 など

脳 自由に
チャレンジ

●日記をつける
●誰かとおしゃべり
●音読
●クイズ・パズル
 　　 など

E ●禁酒・禁煙
●早寝・早起き
●血圧測定
●毎日体重測定
 　など

⎛ 
⎝

●お名前

●年齢　　　　　歳　 　男性 ・ 女性

●電話番号

●参加回数　　　初めて　・　2回以上

はい　・　いいえ

支部名（　　　　　　　　　　）
または 職場名　　　　　　　　　　　
（　　　　　　　　　　　　）

チャレンジ
内容

●住所

●医療生協の組合員さんですか

はい　・　いいえ
●感想　1.チャレンジ目標は達成できましたか

　2.感想やご意見があれば記入してください。

おうちで
健康づくり

お子さんと一緒に！
家族みんなで！

7月1日～いつから始めてもOK

報告者に
参加賞進呈

　虹の健康チャレンジャーは、運動や食生活、禁煙、など自分が目指す生活習慣目標をたてて、60日間記録を
つけながら取り組む健康づくりです。「健康のために何かを始めたいけれどどう取り組めばよいかわからない、
なかなか継続できなくて」そんな方はこのチャレンジを活用して楽しく健康づくりを始めましょう！

2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29

スタート

開始日　　　　月　　　 日

さあ！がんばろう！

終了日　　　　月　　　 日

A～E、5つのチャレンジコースから選ぼう

虹の健康チャレンジャー始まります
2021

※お問合せ先：富山医療生協　組織部  ☎076‒441‒8351

あと半分

3231 33 34 35 36

37 38 39 40 41 42

43 44 45 46 47 48

49 50 51 52 53 54

55 56 57 58 59 ゴール

コースを選んで60日間記録しましょう～できた日は○、できなかった日は×…などをつけて！

虹の健康チャレンジャー記録カード コピーして
60日間記録

氏名等
必要事項記入

医療生協本部へ持参するか郵送する。あるいは
支部関係者へ渡す（提出期間 2021年9月1日～12月28日まで）

・血圧測定（Eコース）で治療へ！
毎日血圧測定することで血圧が不安定で
あることがわかり、思い切って診察を受け、
薬を頂きました。（70代女性）

・ウオーキング（Bコース）は
　やっぱりよい！
ウオーキングを始めてみると腰痛がいくらか
和らぎました（80代女性）

毎日ウオーキングを行って満足感を味わ
えた（70代女性）

・日記（Dコース）で脳トレ
毎日日記をつける事で脳トレになって　　
よかった（80代女性）

・あいうべ体操（Aコース）、
　シルバーリハビリ体操（Bコース）で
　スッキリ！

あいうべ体操を2週間続けたら口角があがって
お顔すっきり！顔つきが変わりました。
シルバーリハビリ体操を1か月続けたら膝
の痛みがとれました。健康チャレンジャー
に取り組んで良かったです！！（70代女性）

～効果実感！おすすめコース～

　「
気
候
変
動
が
ヤ

バ
す
ぎ
る
。
子
供
や

未
来
を
担
う
若
者
の

事
、
大
人
は
き
ち
ん

と
考
え
、
行
動
し
て

く
だ
さ
い
」
と
高
校

生
ら
が
「
気
候
ス
ト
」
を
行
っ
た

と
言
う
報
道
が
あ
っ
た
▼
国
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
基
本
計
画

の
方
向
性
を
策
定
す
る
経
済

産
業
省
の
前
で
学
校
ス
ト
ラ
イ

キ
を
決
行
。「
温
室
効
果
ガ
ス

削
減
目
標
引
き
上
げ
て
」
な
ど

の
プ
ラ
カ
ー
ド
を
か
か
げ
、
昼

休
み
の
休
憩
に
出
か
け
る
職
員

た
ち
の
一
人
で
も
い
い
か
ら
心

に
響
い
て
と
訴
え
て
い
た
と
言

う
▼
温
室
効
果
ガ
ス
に
よ
る
地

球
の
温
暖
化
と
気
候
変
動
の

話
し
は
聞
い
て
は
い
た
が
、こ
ん

な
に
も
早
く
九
〇
〇
ｈ
ｐ
ａ
よ

り
低
い
強
烈
な
台
風
や
、
一
時

間
に
一
〇
〇
ミ
リ
を
超
え
る
豪

雨
、
四
〇
℃
を
超
え
る
真
夏
日

な
ど
が
や
っ
て
き
て
い
る
の
に
は

本
当
に
怖
い
気
が
す
る
▼
二
十

一
世
紀
を
生
き
る
人
類
が
直
面

し
て
い
る
脅
威
の
一
つ
に
気
候

危
機
が
あ
げ
ら
れ
、
世
界
で
は

七
十
五
ヵ
国
も
が
二
〇
五
〇
年

ま
で
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
「
実

質
ゼ
ロ
」
に
し
よ
う
と
し
て
い
る

▼
日
本
は
そ
の
中
に
入
っ
て
い
な

い
。
石
炭
火
力
発
電
の
増
設
や

維
持
に
住
民
の
反
対
運
動
も
あ

る
。
私
達
も
十
分
も
か
か
ら
な

い
と
こ
ろ
へ
の
移
動
も
車
で
や
、

大
量
消
費
・
む
だ
な
大
量
廃
棄

な
ど
が
な
い
か
、
人
に
も
環
境

に
も
や
さ
し
く
、
知
恵
と
力
を

合
わ
せ
持
続
可
能
な
地
球
の
た

め
さ
さ
や
か
で
も
努
力
し
た
い
。

（
H
） 内 視 鏡

とやま医療生協　虹のまち第459号 2021年7月富山医療生活協同組合機関紙（１）

ひとりは万人のために万人はひとりのために

組織現況 2021年5月31日現在

組合員数

26，619　人

出資金総額

97，634万円

一人当たりの出資額

36，678　円
虹のまちとやま医療生協

2021年7月号 No.459

〒931－8501  富山市豊田町1－1－8
☎076－441－8352   FAX 076－432－8031

ホームページアドレス
http://www.toyama-hcoop.com/
E-mail webmaster@toyama-hcoop.com

毎月１回発行
定価 １部30円（組合員の購読料は出資金に含まれています）

発行  �富山医療生活協同組合



　
第
六
十
八
回
通
常
総
代
会
に

お
い
て
、
理
事
及
び
理
事
長
を

退
任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
理
事
十
二
年
、
理
事
長
六
年
、

皆
様
の
お
か
げ
で
任
を
果
た
す

こ
と
が
で
き
、
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
医
療
福

祉
生
協
は
「
健
康
を
つ
く
る
、

平
和
を
つ
く
る
、
い
の
ち
輝
く

社
会
を
つ
く
る
」
を
理
念
に
か

　
組
合
員
の
皆
様
の
日
頃
の
御

活
躍
に
敬
意
を
表
し
、
一
言
、

御
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
、
医
療
、
介
護

の
状
況
は
、
い
っ
そ
う
厳
し
さ

を
増
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
一

方
で
、
様
々
に
工
夫
し
つ
つ
、

健
康
づ
く
り
や
支
え
合
い
、
仲

間
ふ
や
し
の
活
動
が
活
発
に
取

り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
医
療
・

理
事
長
退
任
の
ご
あ
い
さ
つ

理
事
長
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

か
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
国
連
は

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
持
続
可
能
な
開
発
目

標
」
を
掲
げ
、
す
べ
て
の
人
が

尊
厳
を
も
っ
て
生
き
「
地
球
上

の
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」
と

誓
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
目
標
を

達
成
す
る
た
め
に
協
同
組
合
の

果
た
す
役
割
が
大
い
に
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
富
山

協
立
病
院
の
新
棟
建
設
が
決
定

さ
れ
ま
し
た
。
新
理
事
長
の
も

と
医
療
生
協
が
さ
ら
に
発
展
す

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

介
護
の
現
場
で
は
、
患
者
様
や

利
用
者
様
の
た
め
、職
員
が
「
コ

ロ
ナ
に
負
け
ま
い
」
と
奮
闘
し

て
い
ま
す
。
今
後
、
地
域
ぐ
る

み
の
健
康
づ
く
り
、
富
山
医
療

生
協
ら
し
い
医
療
・
介
護
の
実

践
、
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く

り
、
公
正
で
平
和
な
社
会
の
実

現
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
大
切

な
課
題
を
、
皆
様
と
力
を
合
わ

せ
取
り
組
み
、
重
責
を
果
た
し

て
い
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
程
、
宜

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

岩
　
瀬	

磯
路�

六
回

浜
黒
崎	

ア
ネ
モ
ネ�

十
八
回

大
広
田	

ぎ
ん
も
く
せ
い� 



十
六
回

大
広
田	

さ
わ
や
か
会� 



十
一
回

大
広
田	

シ
ー
サ
イ
ド�

十
回

と
よ
た
東	

な
で
し
こ�

十
二
回

と
よ
た
北	

城
川
原�

八
回

と
よ
た
北	

あ
お
ぞ
ら
カ
フ
ェ�

八
回

と
よ
た
中
央	

２
・
６
の
会�

二
十
四
回

と
よ
た
南	

ピ
ン
ポ
ン�

二
十
三
回

と
よ
た
南	

な
の
は
な�

十
回

奥
　
田	

薔
薇�

十
回

奥
　
田	

プ
ア
ラ
ニ�

八
回

奥
　
田	

奥
田
よ
つ
ば�

十
七
回

奥
田
北	

中
島
班�

十
九
回

奥
田
北	

下
新
北
町
・
長
谷
川�

九
回

広
　
田	

シ
ャ
ボ
ン
玉�

十
回

広
　
田	

安
澄
美�

十
二
回

広
　
田	

ほ
ほ
え
み�

十
一
回

広
　
田	

太
極
拳�

七
回

広
　
田	

コ
ス
モ
ス
の
会�

十
回

広
　
田	

３
Ｂ
体
操�

六
回

新
　
庄	

ボ
ー
リ
ン
グ�

十
四
回

新
　
庄	

さ
ん
さ
ん�

七
回

新
庄
北	

か
た
く
り
の
会�

十
六
回

新
庄
北	

入
浴
会�

七
回

新
庄
北	

オ
カ
リ
ナ
ハ
ー
モ
ニ
カ�

九
回

新
庄
北	

か
よ
う
会�

六
回

針
　
原	

町
袋�

六
回

南
　
部	

め
ぐ
み�

六
回

富
　
南	

上
袋�

七
回

富
　
南	

小
杉
秋
桜�

六
回

堀
川
南
太
田	

中
屋
班�

七
回

山
　
室	

月
曜
会�

三
十
二
回

山
　
室	

絵
手
紙
ひ
ば
り�

四
十
回

山
　
室	

青
葉
団
地�

六
回

桜
　
谷	

石
坂
　
坂
井�

十
二
回

桜
　
谷	

五
艘
・
栗
林�

六
回

桜
　
谷	

舟
田�

十
四
回

桜
　
谷	

田
刈
屋
　
山
本�

七
回

五
福･

神
明	

い
き
い
き
サ
ー
ク
ル�

三
十
六
回

呉
　
羽	

高
木�

十
一
回

呉
　
羽	

八
ヶ
山�

六
回

和
合
八
重
津	

さ
つ
き�

十
回

和
合
ロ
ー
ズ	

布
目
東
町�

四
十
一
回

和
合
ロ
ー
ズ	

杏
子�

十
二
回

婦
　
中	

婦
中
支
部
合
同
班�

七
回

射
　
水	

脳
い
き
い
き
班
会�

八
回

射
　
水	

百
歳
体
操
班�

三
十
九
回

高
　
岡	

三
ヶ�

六
回

高
　
岡	

伏
木�

六
回

高
　
岡	

歩
ら
り
ー
Ａ�

七
回

高
　
岡	

体
操
教
室�

十
四
回

高
　
岡	

佐
野�

六
回

高
　
岡	

高
美
町� 



六
回

と
な
み
野	

か
の
こ�

九
回

と
な
み
野	

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
班�

十
三
回

と
な
み
野	

井
波
お
し
ゃ
べ
り
班�

八
回

と
な
み
野	

井
波
健
康
サ
ロ
ン�

七
回

水
　
橋	

高
志
園
町
・
菅
田�

八
回

水
　
橋	

高
志
園
町
・
友
椙�

九
回

水
　
橋	

高
志
園
町･

荻
野�

九
回

水
橋
西
部	

さ
わ
や
か
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス�

六
回

三
　
郷	

水
橋
中
新
町�

六
回

上
　
市	

で
あ
い
工
房�

七
回

上
　
市	

自
然
房�

十
回

滑
　
川	

西
コ
ミ
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
班�

七
回

や
く
し	

あ
す
な
ろ�

二
十
一
回

や
く
し	

あ
じ
さ
い�

二
十
三
回

以
上
六
十
九
班

退
任
理
事

与
島 

明
美理

事
六
期
十
二
年
、

理
事
長
三
期
六
年

水
上 

孝
人
　
（
と
よ
た
南
支
部
）

理
事
二
期
四
年
、

副
理
事
長
五
期
十
年

稲
垣 

由
佳
子
（
奥
田
支
部
）

理
事
三
期
六
年
、

常
務
理
事
四
期
八
年

田
中 

桂
子
　
（
萩
浦
支
部
）

理
事
二
期
四
年
、

常
務
理
事
二
期
四
年

桶
本 

一
栄
　
（
高
岡
支
部
）

理
事
五
期
十
年

角
川 

淳
子
　
（
滑
川
支
部
）

理
事
二
期
四
年

栂
野 

文
子
　
（
水
橋
西
部
支
部
）

理
事
三
期
六
年

西
野 

キ
ミ
エ
（
五
福
神
明
支
部
）

理
事
三
期
六
年

平
野 

登
志
子
（
大
広
田
支
部
）

理
事
三
期
六
年

ご
苦
労
様
で
し
た
　

前理事長

与島 明美

理事長

松井 法生

な
の
サ
ロ
ン
♡
オ
カ
モ
ト
”」
な

ど
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
四

つ
の
支
部
か
ら
発
言
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
富
山
協
立
病
院

新
棟
建
設
お
よ
び
改
修
計
画
に

つ
い
て
は
、「
協
立
病
院
が
か
か

り
つ
け
と
し
て
地
域
で
信
頼
さ

れ
る
病
院
に
こ
れ
か
ら
も
な
っ

て
ほ
し
い
。
新
棟
建
設
を
み
ん

な
で
応
援
し
て
い
る
」「
豊
田
病

院
を
み
ん
な
で
つ
く
っ
た
こ
と

を
思
い
出
し
、
新
棟
の
建
設
に

協
力
し
た
い
」
な
ど
の
発
言
も

あ
り
ま
し
た
。
討
論
の
結
果
、

　

茨

木

専

務

理

事

よ
り
、

二
〇
二
〇
年
度
活
動
の
ま
と
め
、

二
〇
二
一
年
度
活
動
の
方
針
案
、

そ
し
て
第
三
号
議
案
と
し
て「
富

山
協
立
病
院
の
新
棟
建
設
お
よ

び
改
修
計
画
」
に
つ
い
て
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。
討
論
で
は
山

室
支
部
の
「
支
部
と
“
え
が
お
”

の
設
立
二
十
周
年
に
む
け
て
」、

大
広
田
支
部
の
「
コ
ロ
ナ
禍
で

の
三
課
題
達
成
」、
和
合
八
重
津

支
部
の
「
コ
ロ
ナ
禍
で
の
高
齢

者
の
健
康
づ
く
り
」、
水
橋
西
部

支
部
の
「
居
場
所
誕
生
“
み
ん

　
六
月
二
十
六
日
（
土
）
、
富
山
大
学
黒
田
講
堂
に
お
い
て
、

総
代
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
、
役
職
員
あ
わ
せ
て
二
〇
三
名
が

参
加
し
て
、
第
六
十
八
回
通
常
総
代
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
対
策
を
講
じ
な
が
ら
、

二
年
ぶ
り
に
一
同
に
会
す
る
総
代
会
と
な
り
ま
し
た
。

第
六
十
八
回
通
常
総
代
会

誰
も
が
健
康
で
居
心
地
よ
く
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め
よ
う

第
一
号
議
案
か
ら
第
八
号
議
案

ま
で
の
全
議
案
が
賛
成
多
数
で

採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
総
代
会
で
は
与
島
理
事
長

か
ら
新
た
に
松
井
理
事
長
に
交

代
と
な
り
、
全
体
で
は
九
名
の

理
事
が
退
任
し
、
新
た
に
八
名

の
新
理
事
が
就
任
し
ま
し
た
。

最
後
に
「
富
山
協
立
病
院
新
棟

建
設
お
よ
び
改
修
計
画
を
、
組

合
員
・
職
員
の
創
意
と
総
力
で

成
功
さ
せ
ま
し
ょ
う
」
と
の
総

代
会
ア
ピ
ー
ル
を
確
認
し
、
閉

会
と
な
り
ま
し
た
。

第
68
回
通
常
総
代
会
　

班
・
組
合
員
表
彰

理事・監事 一覧
役職名 氏　名 重任・新任 住　　所
理事 茨木　克昌 重 富山市豊若町
〃 尾畑　光俊 重 富山市婦中町ねむの木
〃 金崎美穂子 新 富山市豊田本町
〃 木下真理子 重 富山市開発
〃 華蔵閣潤一 新 下新川郡入善町青木
〃 後藤ひとみ 新 中新川郡立山町岩峅寺
〃 近藤　明正 重 高岡市西藤平蔵
〃 坂井とみえ 新 富山市石坂
〃 子浦　　章 重 富山市北代
〃 柴　　清子 重 富山市豊島町
〃 菅田　紀行 重 富山市水橋狐塚
〃 高嶋　峰子 重 滑川市中村
〃 武田　桂一 重 中新川郡舟橋村国重
〃 土肥　和広 新 滑川市上梅沢
〃 土市けい子 重 富山市稲荷元町
〃 藤岡　清美 重 富山市中屋
〃 松井　法生 重 富山市豊田本町
〃 松尾　　守 重 滑川市開
〃 萬治喜久雄 重 富山市日方江
〃 麦谷　由美 新 富山市西宮
〃 村上　節子 新 富山市豊田町
〃 矢後　正孝 重 富山市四方荒屋
〃 山本　美和 重 射水市塚越
〃 山崎美保子 重 中新川郡上市町下経田
〃 横山真由美 新 富山市水橋専光寺
監事 上田由美子 重 小矢部市道明
〃 中田　幸子 重 富山市本郷町
〃 藤田　康雄 重 富山市二口町

個
人
表
彰
（�

）

年
間
五
名
以
上

拡
大
さ
れ
た
方
、
順
不

同
、敬
称
略

桜
　
谷	

舟
田
　
照
美�

五
名

呉
　
羽	

田
中
　
彰�

五
名

南
　
部	

村
井
　
和
恵�

五
名

山
　
室	

水
岡
　
道
子�

五
名

大
広
田	

古
川
　
昭
子�

五
・
五
名

と
よ
た
南	

高
見
　
町
子�

六
名

高
　
岡	

佐
賀
　
暁
美�

六
名

婦
　
中	

井
波
　
美
和
子�

六
名

射
　
水	

清
水
　
千
恵
子�

七
名

和
合
ロ
ー
ズ	

酒
井
　
久
雄�

七
・
五
名

南
　
部	

清
水
　
礼
子�

八
名

と
な
み
野	

吉
田
　
と
み
子�

十
一
名

高
　
岡	

尾
間
　
茂�

十
八
名

�（
理
事
を
除
く
十
三
名
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
）

班
表
彰（�

）

① 

班
長
が
い
る

② 

年
間
六
回
以
上
開
催
し
、
う
ち

　 

三
回
は
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
実
施

③ 

年
間
計
画
表
を
提
出
し
て
い
る
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2020年度 富山医療生協のあゆみ

①住民本位の「医療生協の地域包
括ケア」の実現をめざし、医療生
協の「総合力」と「連携」を強化す
る課題

•医療事業においては、予防からリ
ハビリまで総合的に展開し、医療介
護連携を推進してきました。

•「いのちの相談所」のポスター掲示
やのぼりを掲げたことにより、困りご
と相談も寄せられその機能を発揮
することができました。

•富山市内の公的病院の地域医療
連携会議へ参加したり、また、大学

病院との協力関係も築くことができ
ました。
②経営改善をすすめ、持続可能な
事業基盤を強化する課題

•病院における経営改善が継続でき
ています。特に、在宅、透析分野で
患者件数の増加があったり、睡眠
時無呼吸検査等新たな検査実施
で件数が増加しました。

•介護事業の経営改善を進めるため
に、要介護度の高い利用者確保に
努めた運用をしてきましたが、事業
収支上は厳しい結果となっており、

さらなる改善が必要
です。

•全体として、新型コロナ
感染拡大や医師体制
変更、また、冬場の大雪の影響にともなう事
業収入の減少がありましたが、材料費・人件
費等の費用減もあり、昨年度をこえる経常
剰余を達成することができました。
③病院機能の整備
•かりつけ医、在宅療養支援、健康づくりとい

う「3 つの機能」を再確認した上で、透析医
療の拡充や新棟建設についての論議を理
事会でおこない、方向性を明確にしました。

①地域まるごと健康づくり
•コロナ禍における健康づくりの実践

として、フレイル予防（You tube 配
信での体操等）を呼びかけました。ま
た、秋の WHOウォークイベントを支
部ごとの開催としたことにより、より多
くの参 加を得ることができました
（417 名／前年 276 名）。

•健康チャレンジャーはコロナ禍にお
ける効果的な健康づくりとして取り
組み、574 名（うち、きっず 211 名）
が達成できました。

②支え合いのまちづくり
•「お困りごとございませんか」電話訪

問活動、「いのちの相談所」活動で
具体的な相談を受け、社会資源活
用へとつなげることができました。

•たすけっとクラブ活動の推進　　　
地域包括支援センターからの紹介
や COOPとやまとの連携も進み、協
力者や利用者数が増加し、組合員
への新規加入（85 名）も前進しまし
た。また、4 地域のブロックごとにコー
ディネーター長体制を確立して運用

を開始しました。
•組合員アンケートをもとにして

富山市への要望事項を提
出し、懇談の上、文書で回答
をもらいました。国保料滞納
者の保険料納付について、
これまでは滞納額の 2 割分
を求められていましたが、少
額でも納入していれば、資格

証明書ではなく、短期保険証を発行するとの
回答を得たことなど前進面もあり、今後もこの
ような取り組みを継続していくことが求められ
ます。
③くらし安心のネットワークづくり
•防護服づくりを通じて、職員と組合員の「支え

合い」活動を行うことができました。
•コロナ禍で行動制限が多い中でしたが、「虹

のまち」配付者増やしに取り組みました。
•なかま増やし…708 ／ 1,300 名目標
　増出資…59,442 千円／ 150,000 千円目標
　班会開催回数…1,059 ／ 2,000 回目標

•多人数が集まることができず、医療福祉生協連の「2030ビジョン」等の学習を進める
ことができませんでしたが、「いのちの章典」については、職員初級制度教育の中で
学ぶことができました。

•通信教育は、組合員 23 名、職員 103 名
受講し、修了率は 88% でした。

•新卒医師の入職をはじめ、奨学生活
動やつながりの中で一定数の確保が
すすみました。

•組合員活動の担い手、後継者づくりに
ついては、いくつかの支部で新たな運
営委員が増えました。その経験を交流
することが求められます。

•憲法を守り、社会保障充実させる取り組み…富山協立病院前や水橋診療所前で
の憲法 9 条を守ろうスタンディング行動を継続して実施しています。

•後期高齢者の医療費窓口負担 2 割化へ反対する取り組みを進めました。（署名は
327 筆）

•ヒバクシャ署名は、追加で
1,112 筆の集約となってい
ます。

•SDGs（持続可能な開発目
標）に掲げられている環境
破壊を防ぐための活動の
一環として、他生協と共同
で、初めて「フードドライブ」
に取り組み、貢献すること
ができました。

第 68 回 通常総代会決定

　新 型コロナウイルス感 染 拡 大に
より、私たちの組合員活動も大きな
制約を受けることもありましたが、
社 会 的 孤 立をつくらない 視 点から
電話訪問活動にて相談 活動も行っ
てきました。また、医療・介護 従事
者を応援しようと防護服づくりが組
合員の中で広がり、組合員・職員の
協同の力を実 感する機 会ともなり
ました。今後も「人と人との支えあ
い」を大切にして事業と運動をすす
めていくことが求められます。

● は じ め に●

1 3

42

2020年度の
スローガン 協同の力で、いのち輝く社会を作る

～ でかける  つながる  安心を結ぶ ～

日本国憲法が活きる平和な社会、
持続可能な社会の実現めざす課題

2
0
2
0
年
度
の
活
動
状
況

WHO世界保健デー（中止）

地区別総代会議（中止）

20：第67回通常総代会
　　（ボルファートとやま 実参加33名）

平和納涼まつり（中止）

WHOウオーキング（27支部・417名）
水橋健康まつり（中止）
富山診療所健康まつり（中止）

7：月間ジャンプ集会（103名）

16：健康教室（41名）　

6：組合員のつどい（98名）

2021年 6月26日（土）
活動のまとめ

2020年度

2020年度の組合員活動の3本柱

いのちとくらしを支える事業基盤づくりと
持続可能な経営をめざす課題

支部や班で身近なネットワークをつくり、
健康で安心して暮らせるまちづくりを
すすめる課題

医療福祉生協の理念やいのちの章典を
実践する人づくり、担い手づくりの課題

❶感染予防対策をしっかりおこなう

❷社会的孤立をつくらない、見守り活動をおこなう

❸家庭でできる健康づくりを提起する
　　　　　　　　　　　　（フレイル予防など）

①富山医療生協の「総合力」と「連携」をさらに強化し、いのちとくらしを支える
　事業と運動を一層進めます。
②医療福祉生協の理念と「いのちの章典」を実践するひとづくりを進めます。

4 月

5 月

6 月

7 月
9 月

10 月

11月
1月
2 月
3 月

仲間ふやし（人）
出 資 金（万 円）
増 資 実 人 数
班 会 開 催 数
班 会 開 催 班
健康チャレンジャー登録
通 信 教 育 受 講

708
5,944
3,367
1,059
136
1,174
126

実績
1,300
15,000
5,000
2,000
285
1,500
300

目標
902
6,154
3,448
1,963
194
1,057
157

前年課　題

●組織＆その他の課題到達（2020 年度）

利 用 回 数
新 規 利 用
新 協 力 者
生 協新加入

3,637回
99人
52人
85人

2020 年度
3,315回
83人
54人
77人

2019 年度

●たすけっと 新班づくり（含再開）
支部設立・分割
運営委員・サポーター
班 会 参 加 者 数
新規配付コース
健康チェック数

21
0

339
6,703
35

4,701

実績
76
2

380
ー　
100

20,000

目標
24
0

300
14,076

24
20,338

前年課　題

【別表】
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20年度

班　会　開　催
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800

1,200

1,600

2,000

15年度16年度17年度18年度19年度

回

班
会
開
催
数
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名
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20年度
0
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20年度

配
布
コ

ー

ス
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•気軽に集うことができ、相談が
できるような「居場所づくり」に
努めます。
•「たすけっとクラブ」を支え合い
活動の第一線の活動として発展
させていきます。また、たすけっ
とクラブ協力者が支部の担い手
として活躍できるような取り組
み方をすすめていきます。

③くらし安心のネットワークづくり
•「誰もが居心地よく暮らせるま
ち」をつくっていくために、いろ
いろな世代とも「ゆるやかなつ
ながり」が持てるようにします。
そのようなつながりを通じて、な
かま増やしや担い手づくりにつ
なげます。
•顔の見える身近な範囲でなかま
増やしをおこない、生活圏域での
支部づくり、班やサークルづくりを
すすめ、小さな単位からの安心の
ネットワークづくりをすすめます。

•機関紙の配付活動、ボランティア活動など、組合
員が活躍できる機会と場所を積極的につくりま
す。
•オンラインで情報発信や連絡をおこなうなど、
SNS を活用したネットワークづくりを検討します。
•事業と運動を支えるにふさわしい組織目標を掲
げて取り組みます＝27,000 人回復をめざしま
す。

①地域まるごと健康づくり
•フレイル予防（シルバーリハビリ、
脳トレ等）、健康チャレンジ、すこ
しお等の医療生協の健康づくり
活動を広めます。
•健診の重要性を学習し、健診受
診率アップに取り組みます。
•健康講座を開催し、健康づくり
サポーター養成に取り組みます。

②支え合いのまちづくり
•コロナ禍において、地域の「困っ
た」に気付き、話し合い、互いに
寄り添って、解決する「ちから」
を培います。そのためにも、つな
がりマップづくりや地域懇談会
等の実施をすすめます。

　質の高い医療・介護サービス
の提供をおこないます。
•医療生協の事業所として、SDH
（健康の社会的決定要因）の視点
で、医療と介護サービスの提供
をすすめます。

③経営改善をすすめ、持続可能な
事業基盤を強化します
•事業活動を安定的に継続してい

　くための必要利益確保へのこだわり、その根拠、
具体的な取り組みを明確にして、経営改善をす
すめます。
•会計実務を整備して
事業所独立会計シス
テムを確立し、経営を
管理します。

①持続可能な事業の追求と選ば
れる事業所づくり
•医療や介護活動、また助け合い
活動などと総合的に連携し、医
療生協の地域包括ケアの実現を
めざします。

②質の高い 医 療・介 護サービス
の提供
•感染予防対策を徹底し、安全で

•地域のかかりつけ病院、在宅療養を支援する病院、健康づくりを支援する
病院としての役割を発揮し、新棟建設および改修事業を組合員と職員の
共同ですすめ必ず成功させます。

医療福祉生協連

誰もが健康で居心地よく暮らせるまちづくりをすすめよう
～ 創意工夫で「でかける  つながる  安心を結ぶ」とりくみを広げる～

2021年度の
活動のすすめ方

2021年度 情 勢 展 望 身近なつながりを活かして、
　　健康で居心地よく暮らせる
　　　　まちづくりをすすめます

1

幅広い連携で平和で公正な
社会づくりをすすめます5

富山協立病院新棟建設および
改修事業をすすめます3

①日本国憲法・平和・社会保障を
「学び・広め・連帯する」とりくみ
•憲法 9 条を守り活かす運動を継
続します。核兵器禁止条約発効を
力に核兵器廃絶へ向け「日本政
府に核兵器禁止条約の署名・批
准を求める署名」等、新たな取り
組みをすすめます。

②社会保障改善に向けたとりくみ
•権利としての社会保障を守り、改
善する取り組みをすすめます。

③協同組合間協同と幅広い連携
•地域購買生協との協力を強める
とともに、フードドライブ、子ども
食堂、等に他団体と連携して取り
組みます。

④災害等への備えと対応
•災害や感染症拡大などが発生し
た場合に、正しい知識を持ち、事
業継続ができるように準備をす
すめるとともに、非常時でもすべ

　ての人の人権が尊重される地域
づくりをすすめます。

⑤地球規模での環境問題への対応
•SDGs（持続可能な開発目標）の
観点からも、温室効果ガスの削減
など、地球規模での異常な気候
変動への対応が求められます。生
協として、エコチャレンジやフード
ドライブなど具体的な課題を掲
げ取り組みます。

経営改善をすすめるとともに、
「総合力と連携」で医療・介護活動をすすめます2

①「2030 年ビジョン」の学習をす
すめ、10 年先を見据えた「夢」を
描き、具体化に着手します。

②組合員と職員のお互いの活動を
交流し理解し合って、信頼関係を
築き、事業と運動への結集を高
めます。

③医療介護従事者の確保と計画的
　育成をすすめ後継者養成をおこ

　ないます。また、機関紙配付協力
や支部運営委員会への参加の輪
を広げるなど、生協運動を進める
地域の担い手づくりをすすめま
す。

④「comcom」や「虹のネットワー
ク」、通信教育、「虹のまち」など
を教材として学ぶ活動をすすめ
ます。

医療福祉生協の理念を実践する
ひとづくりをすすめます4

第 68 回 通常総代会決定

■総代会後の主な組合員活動内容

①新型コロナウイルス感染症への予防対策や
関連する社会変化に対応していくことが継
続して求められます。雇用情勢の悪化による
所得低下で貧困と孤立、格差がますます拡大
する恐れもあります。さらに、コロナ禍におい
ても経済成長と利益を優先する新自由主義
の政策が推し進められようとしています。そ
の転換が求められます。

②全世代型社会保障制度改革のもと、医療費
患者負担増（とりわけ高齢者）や、地域医療
構想にもとづく病床削減が進められようとし
ています。政府として「公助」の概念をきちん
と発揮できるように求めることが必要です。

③核兵器禁止条約発効を力に、これまで以上に
核保有国へ核兵器廃絶の声が大きく広がる
ことが期待されます。それゆえ日本政府に署
名・批准を求める運動をすすめることが求
められます。

ス
ロ
ー
ガ
ン

4：富山県母親大会
原水禁世界大会（オンライン）

13：医療福祉生協連中部ブロック
　　活動交流集会（オンライン）

WHO世界と歩こうウオーキング
13：日本母親大会（オンライン）　
くらしの学校
虹のバレンタイン行動
5：組合員のつどい

7月
8月

9月

10月
11月
1月
2月
3月

虹
の
出
会
い

月
間

1,400 人

10,000 万円／ 5,000 人

2,000 回

708人

5,944 万円／ 3,367 人

1,059 回

902人

6,154 万円／ 3,448 人

1,963 回

2021年度 目標 2020年度 実績 2019年度 実績［参考］

なかま増やし

出資金ふやし／出資協力者

班会

(４)とやま医療生協　虹のまち 第459号2021年7月 富山医療生活協同組合機関紙



•気軽に集うことができ、相談が
できるような「居場所づくり」に
努めます。
•「たすけっとクラブ」を支え合い
活動の第一線の活動として発展
させていきます。また、たすけっ
とクラブ協力者が支部の担い手
として活躍できるような取り組
み方をすすめていきます。

③くらし安心のネットワークづくり
•「誰もが居心地よく暮らせるま
ち」をつくっていくために、いろ
いろな世代とも「ゆるやかなつ
ながり」が持てるようにします。
そのようなつながりを通じて、な
かま増やしや担い手づくりにつ
なげます。
•顔の見える身近な範囲でなかま
増やしをおこない、生活圏域での
支部づくり、班やサークルづくりを
すすめ、小さな単位からの安心の
ネットワークづくりをすすめます。

•機関紙の配付活動、ボランティア活動など、組合
員が活躍できる機会と場所を積極的につくりま
す。
•オンラインで情報発信や連絡をおこなうなど、
SNS を活用したネットワークづくりを検討します。
•事業と運動を支えるにふさわしい組織目標を掲
げて取り組みます＝27,000 人回復をめざしま
す。

①地域まるごと健康づくり
•フレイル予防（シルバーリハビリ、
脳トレ等）、健康チャレンジ、すこ
しお等の医療生協の健康づくり
活動を広めます。
•健診の重要性を学習し、健診受
診率アップに取り組みます。
•健康講座を開催し、健康づくり
サポーター養成に取り組みます。

②支え合いのまちづくり
•コロナ禍において、地域の「困っ
た」に気付き、話し合い、互いに
寄り添って、解決する「ちから」
を培います。そのためにも、つな
がりマップづくりや地域懇談会
等の実施をすすめます。

　質の高い医療・介護サービス
の提供をおこないます。
•医療生協の事業所として、SDH
（健康の社会的決定要因）の視点
で、医療と介護サービスの提供
をすすめます。

③経営改善をすすめ、持続可能な
事業基盤を強化します
•事業活動を安定的に継続してい

　くための必要利益確保へのこだわり、その根拠、
具体的な取り組みを明確にして、経営改善をす
すめます。
•会計実務を整備して
事業所独立会計シス
テムを確立し、経営を
管理します。

①持続可能な事業の追求と選ば
れる事業所づくり
•医療や介護活動、また助け合い
活動などと総合的に連携し、医
療生協の地域包括ケアの実現を
めざします。

②質の高い 医 療・介 護サービス
の提供
•感染予防対策を徹底し、安全で

•地域のかかりつけ病院、在宅療養を支援する病院、健康づくりを支援する
病院としての役割を発揮し、新棟建設および改修事業を組合員と職員の
共同ですすめ必ず成功させます。

医療福祉生協連

誰もが健康で居心地よく暮らせるまちづくりをすすめよう
～ 創意工夫で「でかける  つながる  安心を結ぶ」とりくみを広げる～

2021年度の
活動のすすめ方

2021年度 情 勢 展 望 身近なつながりを活かして、
　　健康で居心地よく暮らせる
　　　　まちづくりをすすめます

1

幅広い連携で平和で公正な
社会づくりをすすめます5

富山協立病院新棟建設および
改修事業をすすめます3

①日本国憲法・平和・社会保障を
「学び・広め・連帯する」とりくみ
•憲法 9 条を守り活かす運動を継
続します。核兵器禁止条約発効を
力に核兵器廃絶へ向け「日本政
府に核兵器禁止条約の署名・批
准を求める署名」等、新たな取り
組みをすすめます。

②社会保障改善に向けたとりくみ
•権利としての社会保障を守り、改
善する取り組みをすすめます。

③協同組合間協同と幅広い連携
•地域購買生協との協力を強める
とともに、フードドライブ、子ども
食堂、等に他団体と連携して取り
組みます。

④災害等への備えと対応
•災害や感染症拡大などが発生し
た場合に、正しい知識を持ち、事
業継続ができるように準備をす
すめるとともに、非常時でもすべ

　ての人の人権が尊重される地域
づくりをすすめます。

⑤地球規模での環境問題への対応
•SDGs（持続可能な開発目標）の
観点からも、温室効果ガスの削減
など、地球規模での異常な気候
変動への対応が求められます。生
協として、エコチャレンジやフード
ドライブなど具体的な課題を掲
げ取り組みます。

経営改善をすすめるとともに、
「総合力と連携」で医療・介護活動をすすめます2

①「2030 年ビジョン」の学習をす
すめ、10 年先を見据えた「夢」を
描き、具体化に着手します。

②組合員と職員のお互いの活動を
交流し理解し合って、信頼関係を
築き、事業と運動への結集を高
めます。

③医療介護従事者の確保と計画的
　育成をすすめ後継者養成をおこ

　ないます。また、機関紙配付協力
や支部運営委員会への参加の輪
を広げるなど、生協運動を進める
地域の担い手づくりをすすめま
す。

④「comcom」や「虹のネットワー
ク」、通信教育、「虹のまち」など
を教材として学ぶ活動をすすめ
ます。

医療福祉生協の理念を実践する
ひとづくりをすすめます4

第 68 回 通常総代会決定

■総代会後の主な組合員活動内容

①新型コロナウイルス感染症への予防対策や
関連する社会変化に対応していくことが継
続して求められます。雇用情勢の悪化による
所得低下で貧困と孤立、格差がますます拡大
する恐れもあります。さらに、コロナ禍におい
ても経済成長と利益を優先する新自由主義
の政策が推し進められようとしています。そ
の転換が求められます。

②全世代型社会保障制度改革のもと、医療費
患者負担増（とりわけ高齢者）や、地域医療
構想にもとづく病床削減が進められようとし
ています。政府として「公助」の概念をきちん
と発揮できるように求めることが必要です。

③核兵器禁止条約発効を力に、これまで以上に
核保有国へ核兵器廃絶の声が大きく広がる
ことが期待されます。それゆえ日本政府に署
名・批准を求める運動をすすめることが求
められます。

ス
ロ
ー
ガ
ン

4：富山県母親大会
原水禁世界大会（オンライン）

13：医療福祉生協連中部ブロック
　　活動交流集会（オンライン）

WHO世界と歩こうウオーキング
13：日本母親大会（オンライン）　
くらしの学校
虹のバレンタイン行動
5：組合員のつどい

7月
8月

9月

10月
11月
1月
2月
3月

虹
の
出
会
い

月
間

1,400 人

10,000 万円／ 5,000 人

2,000 回

708人

5,944 万円／ 3,367 人

1,059 回

902人

6,154 万円／ 3,448 人

1,963 回

2021年度 目標 2020年度 実績 2019年度 実績［参考］

なかま増やし

出資金ふやし／出資協力者

班会

(５) とやま医療生協　虹のまち第459号 2021年7月富山医療生活協同組合機関紙



2020年度 富山医療生協のあゆみ

①住民本位の「医療生協の地域包
括ケア」の実現をめざし、医療生
協の「総合力」と「連携」を強化す
る課題

•医療事業においては、予防からリ
ハビリまで総合的に展開し、医療介
護連携を推進してきました。

•「いのちの相談所」のポスター掲示
やのぼりを掲げたことにより、困りご
と相談も寄せられその機能を発揮
することができました。

•富山市内の公的病院の地域医療
連携会議へ参加したり、また、大学

病院との協力関係も築くことができ
ました。
②経営改善をすすめ、持続可能な
事業基盤を強化する課題

•病院における経営改善が継続でき
ています。特に、在宅、透析分野で
患者件数の増加があったり、睡眠
時無呼吸検査等新たな検査実施
で件数が増加しました。

•介護事業の経営改善を進めるため
に、要介護度の高い利用者確保に
努めた運用をしてきましたが、事業
収支上は厳しい結果となっており、

さらなる改善が必要
です。

•全体として、新型コロナ
感染拡大や医師体制
変更、また、冬場の大雪の影響にともなう事
業収入の減少がありましたが、材料費・人件
費等の費用減もあり、昨年度をこえる経常
剰余を達成することができました。
③病院機能の整備
•かりつけ医、在宅療養支援、健康づくりとい

う「3 つの機能」を再確認した上で、透析医
療の拡充や新棟建設についての論議を理
事会でおこない、方向性を明確にしました。

①地域まるごと健康づくり
•コロナ禍における健康づくりの実践

として、フレイル予防（You tube 配
信での体操等）を呼びかけました。ま
た、秋の WHOウォークイベントを支
部ごとの開催としたことにより、より多
くの参 加を得ることができました
（417 名／前年 276 名）。

•健康チャレンジャーはコロナ禍にお
ける効果的な健康づくりとして取り
組み、574 名（うち、きっず 211 名）
が達成できました。

②支え合いのまちづくり
•「お困りごとございませんか」電話訪

問活動、「いのちの相談所」活動で
具体的な相談を受け、社会資源活
用へとつなげることができました。

•たすけっとクラブ活動の推進　　　
地域包括支援センターからの紹介
や COOPとやまとの連携も進み、協
力者や利用者数が増加し、組合員
への新規加入（85 名）も前進しまし
た。また、4 地域のブロックごとにコー
ディネーター長体制を確立して運用

を開始しました。
•組合員アンケートをもとにして

富山市への要望事項を提
出し、懇談の上、文書で回答
をもらいました。国保料滞納
者の保険料納付について、
これまでは滞納額の 2 割分
を求められていましたが、少
額でも納入していれば、資格

証明書ではなく、短期保険証を発行するとの
回答を得たことなど前進面もあり、今後もこの
ような取り組みを継続していくことが求められ
ます。
③くらし安心のネットワークづくり
•防護服づくりを通じて、職員と組合員の「支え

合い」活動を行うことができました。
•コロナ禍で行動制限が多い中でしたが、「虹

のまち」配付者増やしに取り組みました。
•なかま増やし…708 ／ 1,300 名目標
　増出資…59,442 千円／ 150,000 千円目標
　班会開催回数…1,059 ／ 2,000 回目標

•多人数が集まることができず、医療福祉生協連の「2030ビジョン」等の学習を進める
ことができませんでしたが、「いのちの章典」については、職員初級制度教育の中で
学ぶことができました。

•通信教育は、組合員 23 名、職員 103 名
受講し、修了率は 88% でした。

•新卒医師の入職をはじめ、奨学生活
動やつながりの中で一定数の確保が
すすみました。

•組合員活動の担い手、後継者づくりに
ついては、いくつかの支部で新たな運
営委員が増えました。その経験を交流
することが求められます。

•憲法を守り、社会保障充実させる取り組み…富山協立病院前や水橋診療所前で
の憲法 9 条を守ろうスタンディング行動を継続して実施しています。

•後期高齢者の医療費窓口負担 2 割化へ反対する取り組みを進めました。（署名は
327 筆）

•ヒバクシャ署名は、追加で
1,112 筆の集約となってい
ます。

•SDGs（持続可能な開発目
標）に掲げられている環境
破壊を防ぐための活動の
一環として、他生協と共同
で、初めて「フードドライブ」
に取り組み、貢献すること
ができました。

第 68 回 通常総代会決定

　新 型コロナウイルス感 染 拡 大に
より、私たちの組合員活動も大きな
制約を受けることもありましたが、
社 会 的 孤 立をつくらない 視 点から
電話訪問活動にて相談 活動も行っ
てきました。また、医療・介護 従事
者を応援しようと防護服づくりが組
合員の中で広がり、組合員・職員の
協同の力を実 感する機 会ともなり
ました。今後も「人と人との支えあ
い」を大切にして事業と運動をすす
めていくことが求められます。

● は じ め に●

1 3

42

2020年度の
スローガン 協同の力で、いのち輝く社会を作る

～ でかける  つながる  安心を結ぶ ～

日本国憲法が活きる平和な社会、
持続可能な社会の実現めざす課題

2
0
2
0
年
度
の
活
動
状
況

WHO世界保健デー（中止）

地区別総代会議（中止）

20：第67回通常総代会
　　（ボルファートとやま 実参加33名）

平和納涼まつり（中止）

WHOウオーキング（27支部・417名）
水橋健康まつり（中止）
富山診療所健康まつり（中止）

7：月間ジャンプ集会（103名）

16：健康教室（41名）　

6：組合員のつどい（98名）

2021年 6月26日（土）
活動のまとめ

2020年度

2020年度の組合員活動の3本柱

いのちとくらしを支える事業基盤づくりと
持続可能な経営をめざす課題

支部や班で身近なネットワークをつくり、
健康で安心して暮らせるまちづくりを
すすめる課題

医療福祉生協の理念やいのちの章典を
実践する人づくり、担い手づくりの課題

❶感染予防対策をしっかりおこなう

❷社会的孤立をつくらない、見守り活動をおこなう

❸家庭でできる健康づくりを提起する
　　　　　　　　　　　　（フレイル予防など）

①富山医療生協の「総合力」と「連携」をさらに強化し、いのちとくらしを支える
　事業と運動を一層進めます。
②医療福祉生協の理念と「いのちの章典」を実践するひとづくりを進めます。

4 月

5 月

6 月

7 月
9 月

10 月

11月
1月
2 月
3 月

仲間ふやし（人）
出 資 金（万 円）
増 資 実 人 数
班 会 開 催 数
班 会 開 催 班
健康チャレンジャー登録
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●組織＆その他の課題到達（2020 年度）
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77人
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(６)とやま医療生協　虹のまち 第459号2021年7月 富山医療生活協同組合機関紙



2020年度 富山医療生協のあゆみ

①住民本位の「医療生協の地域包
括ケア」の実現をめざし、医療生
協の「総合力」と「連携」を強化す
る課題

•医療事業においては、予防からリ
ハビリまで総合的に展開し、医療介
護連携を推進してきました。

•「いのちの相談所」のポスター掲示
やのぼりを掲げたことにより、困りご
と相談も寄せられその機能を発揮
することができました。

•富山市内の公的病院の地域医療
連携会議へ参加したり、また、大学

病院との協力関係も築くことができ
ました。
②経営改善をすすめ、持続可能な
事業基盤を強化する課題

•病院における経営改善が継続でき
ています。特に、在宅、透析分野で
患者件数の増加があったり、睡眠
時無呼吸検査等新たな検査実施
で件数が増加しました。

•介護事業の経営改善を進めるため
に、要介護度の高い利用者確保に
努めた運用をしてきましたが、事業
収支上は厳しい結果となっており、

さらなる改善が必要
です。

•全体として、新型コロナ
感染拡大や医師体制
変更、また、冬場の大雪の影響にともなう事
業収入の減少がありましたが、材料費・人件
費等の費用減もあり、昨年度をこえる経常
剰余を達成することができました。
③病院機能の整備
•かりつけ医、在宅療養支援、健康づくりとい

う「3 つの機能」を再確認した上で、透析医
療の拡充や新棟建設についての論議を理
事会でおこない、方向性を明確にしました。

①地域まるごと健康づくり
•コロナ禍における健康づくりの実践

として、フレイル予防（You tube 配
信での体操等）を呼びかけました。ま
た、秋の WHOウォークイベントを支
部ごとの開催としたことにより、より多
くの参 加を得ることができました
（417 名／前年 276 名）。

•健康チャレンジャーはコロナ禍にお
ける効果的な健康づくりとして取り
組み、574 名（うち、きっず 211 名）
が達成できました。

②支え合いのまちづくり
•「お困りごとございませんか」電話訪

問活動、「いのちの相談所」活動で
具体的な相談を受け、社会資源活
用へとつなげることができました。

•たすけっとクラブ活動の推進　　　
地域包括支援センターからの紹介
や COOPとやまとの連携も進み、協
力者や利用者数が増加し、組合員
への新規加入（85 名）も前進しまし
た。また、4 地域のブロックごとにコー
ディネーター長体制を確立して運用

を開始しました。
•組合員アンケートをもとにして

富山市への要望事項を提
出し、懇談の上、文書で回答
をもらいました。国保料滞納
者の保険料納付について、
これまでは滞納額の 2 割分
を求められていましたが、少
額でも納入していれば、資格

証明書ではなく、短期保険証を発行するとの
回答を得たことなど前進面もあり、今後もこの
ような取り組みを継続していくことが求められ
ます。
③くらし安心のネットワークづくり
•防護服づくりを通じて、職員と組合員の「支え

合い」活動を行うことができました。
•コロナ禍で行動制限が多い中でしたが、「虹

のまち」配付者増やしに取り組みました。
•なかま増やし…708 ／ 1,300 名目標
　増出資…59,442 千円／ 150,000 千円目標
　班会開催回数…1,059 ／ 2,000 回目標

•多人数が集まることができず、医療福祉生協連の「2030ビジョン」等の学習を進める
ことができませんでしたが、「いのちの章典」については、職員初級制度教育の中で
学ぶことができました。

•通信教育は、組合員 23 名、職員 103 名
受講し、修了率は 88% でした。

•新卒医師の入職をはじめ、奨学生活
動やつながりの中で一定数の確保が
すすみました。

•組合員活動の担い手、後継者づくりに
ついては、いくつかの支部で新たな運
営委員が増えました。その経験を交流
することが求められます。

•憲法を守り、社会保障充実させる取り組み…富山協立病院前や水橋診療所前で
の憲法 9 条を守ろうスタンディング行動を継続して実施しています。

•後期高齢者の医療費窓口負担 2 割化へ反対する取り組みを進めました。（署名は
327 筆）

•ヒバクシャ署名は、追加で
1,112 筆の集約となってい
ます。

•SDGs（持続可能な開発目
標）に掲げられている環境
破壊を防ぐための活動の
一環として、他生協と共同
で、初めて「フードドライブ」
に取り組み、貢献すること
ができました。

第 68 回 通常総代会決定

　新 型コロナウイルス感 染 拡 大に
より、私たちの組合員活動も大きな
制約を受けることもありましたが、
社 会 的 孤 立をつくらない 視 点から
電話訪問活動にて相談 活動も行っ
てきました。また、医療・介護 従事
者を応援しようと防護服づくりが組
合員の中で広がり、組合員・職員の
協同の力を実 感する機 会ともなり
ました。今後も「人と人との支えあ
い」を大切にして事業と運動をすす
めていくことが求められます。

● は じ め に●

1 3

42

2020年度の
スローガン 協同の力で、いのち輝く社会を作る

～ でかける  つながる  安心を結ぶ ～

日本国憲法が活きる平和な社会、
持続可能な社会の実現めざす課題

2
0
2
0
年
度
の
活
動
状
況

WHO世界保健デー（中止）

地区別総代会議（中止）

20：第67回通常総代会
　　（ボルファートとやま 実参加33名）

平和納涼まつり（中止）

WHOウオーキング（27支部・417名）
水橋健康まつり（中止）
富山診療所健康まつり（中止）

7：月間ジャンプ集会（103名）

16：健康教室（41名）　

6：組合員のつどい（98名）

2021年 6月26日（土）
活動のまとめ

2020年度

2020年度の組合員活動の3本柱

いのちとくらしを支える事業基盤づくりと
持続可能な経営をめざす課題

支部や班で身近なネットワークをつくり、
健康で安心して暮らせるまちづくりを
すすめる課題

医療福祉生協の理念やいのちの章典を
実践する人づくり、担い手づくりの課題

❶感染予防対策をしっかりおこなう

❷社会的孤立をつくらない、見守り活動をおこなう

❸家庭でできる健康づくりを提起する
　　　　　　　　　　　　（フレイル予防など）

①富山医療生協の「総合力」と「連携」をさらに強化し、いのちとくらしを支える
　事業と運動を一層進めます。
②医療福祉生協の理念と「いのちの章典」を実践するひとづくりを進めます。
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班 会 開 催 数
班 会 開 催 班
健康チャレンジャー登録
通 信 教 育 受 講

708
5,944
3,367
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1,174
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5,000
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285
1,500
300

目標
902
6,154
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前年課　題

●組織＆その他の課題到達（2020 年度）

利 用 回 数
新 規 利 用
新 協 力 者
生 協新加入

3,637回
99人
52人
85人

2020 年度
3,315回
83人
54人
77人

2019 年度

●たすけっと 新班づくり（含再開）
支部設立・分割
運営委員・サポーター
班 会 参 加 者 数
新規配付コース
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貸　借　対　照　表 2 0 2 0 年 度 決 算 報 告

《損益計算書》
《事　 業　 収　 入》 3,514,994,021

　　　医　療　収　入 2,604,889,534

　　　　外来収入 1,003,300,304

　　　　入院収入 1,446,176,918

　　　　訪問看護 59,893,295

　　　　健診収入 101,019,128

　　　　無低診生協負担　△ 430,070

　　　　保険査定等　　　△ 5,070,041

　　　介　護　収　入 898,542,906

　　　　訪問看護 89,206,327

　　　　通所介護・リハビリ 410,448,092

　　　　訪問介護 91,236,023

　　　　訪問リハビリ 11,522,845

　　　　看護小規模多機能 86,162,359

　　　　居宅支援 131,299,816

　　　　療養指導他 26,930,093

　　　　地域包括支援センター 26,306,492

　　　　有料老人ホーム 25,869,400

　　　　保険査定等　　　△ 438,541

　　　福　祉　収　入 11,561,581

　　　　保育補助金 3,971,400

　　　　保育料 4,096,588

　　　　その他 3,493,593

《事　 業　 費　 用》 3,361,849,665

　　　医　療　材　料　費 280,768,883

　　　　医薬品費 116,615,312

　　　　治療材料費 154,241,400

　　　　給食材料費 9,912,171

　　　一　般　管　理　費 3,081,080,782

　　　　人件費 2,357,621,609

　　　　委託費 253,492,453

　　　　物件費 322,536,813

　　　　リース料 49,814,085

　　　　減価償却費 97,615,822

《事　業　剰　余　金》 153,144,356

【事業外収入】 35,122,765

　　　　受取利息他 52,444

　　　　貸倒引当金戻入 3,818,000

　　　　雑収入 31,252,321

【事業外費用】 91,842,884

　　　　支払利息 451,399

　　　　雑損消費税 85,114,034

　　　　長期前払消費税償却額 1,818,208

　　　　貸倒引当金繰入 3,744,000

　　　　雑損失 715,243

《経　常　剰　余　金》 96,424,237

【特別利益】 60,159,382

　　　　補助金収入 55,159,382

　　　　その他 5,000,000

【特別損失】 7,262,186

　　　　固定資産除却損 59,202

　　　　貸倒損失 109,540

　　　　その他 7,093,444

《税　引　前　剰　余　金》 149,321,433

【法人税等】 33,592,500

【法人税等調整額】 28,402,758 

《当　期　剰　余　金》 87,326,175

【前期繰越剰余金】 2,477,474

《当期未処分剰余金》 89,803,649

自2020年４月１日～
至2021年３月31日� （単位：円）

自2021年４月１日
至2022年３月31日

　私たち監事は、2020年4月1日から2021年3月31日までの事業年度の理事の職務の執行を監査いたしました。

その方法及び結果につき以下のとおり報告いたします。

1.監査の方法及びその内容容

　各監事は、他の監事と意思疎通・情報の交換を図るほか、監査方針等に従い、理事・職員等と意思疎通

を図り、情報の収集及び監査環境の整備に努めました。理事会その他重要な会議に出席し、日常監査を

継続しました。これらの結果を踏まえ、上半期監査において前期に引き続き医療未収金や奨学金の確認・

管理体制の状況を点検したところ、着実に改善が進みました。また、前期に作成した「業務監査手順表」

を活用し、「えがお」介護事業及び「水橋診療所」医療事業の業務監査を実施し、監事所見を明らかにし

て、改善を要望しました。この他、病院の増改築に向けた取り組みを見守り、院所別独立会計を念頭に

置いた会計システム移行の作業状況を点検し、これまでの不備な点は改善を求めました。監事会は、3か月

毎に開催して継続する課題の検討と改善等の実現に向け協議しました。

　新型コロナに対応しながら、大変困難な中で職員等の奮闘により、医療・福祉事業を守り抜いている姿に、

心から敬意を表します。

　このほか、重要な決裁書類等を閲覧し、本部等において業務及び財産の状況を調査いたしました。この

ような方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告書及びその附属明細書について検討いたしました。

さらに、会計帳簿並びにこれに関する資料の調査を行い、当該事業年度に係る決算関係書類（貸借対照表、

損益計算書、剰余金処分案）及びその附属明細書について検討いたしました。

2.監査の結果

（１）事業報告書等の監査結果

①　事業報告書及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、組合の状況を正しく示しているものと

認めます。

②　理事の職務の執行に関する不正の行為又は法令もしくは定款に違反する重大な事実は認められ

ません。

（２）決算関係書類（剰余金処分案を除く）及び附属明細書の監査結果　

　決算関係書類（剰余金処分案を除く）及び附属明細書は、組合の財産及び損益の状況をすべての

重要な点において適正に表示しているものと認めます。

（３）  剰余金処分案の監査結果

　剰余金処分案は法令及び定款に適合し、かつ、組合財産の状況その他の事情に照らして指摘すべき

事項は認められません。

3.監事所見

　病院機能見直し等の課題は、検討から実現に向けた具体的な段階に入りつつあります。これまでの生協

活動の率直な検証と、将来に向けた確かな計画を総意で確立し、地域と連携しながら、組合員と職員等の

協力共同により、実現に向け前進してください。

　2021年5月28日　　富山医療生活協同組合� 監事　藤田 康雄　　中田 幸子　　上田 由美子

監　査　報　告　書

� 2021年３月31日現在（単位：円）

資  産  の  部 期末残高 負債及び資本の部 期末残高
Ⅰ．流　　動　　資　　産 1,188,636,903 Ⅲ．流　　動　　負　　債 362,647,432

現 金 ・ 預 金 567,934,287 短 期 借 入 金 35,000,000

医 療 未 収 金 557,056,347 長期借入 1 年以内償還 31,710,000

貸 倒 引 当 金 △ 3,744,000 短 期 リ ー ス 債 務 3,088,956

棚 卸 資 産 17,750,839 買 掛 金 80,987,277

仮 払 金 753,300 未 払 費 用 0

未 収 金 31,699,600 預 り 金 19,040,831

前 払 費 用 16,363,385 出 資 預 り 金 4,333,272

立 替 金 823,145 賞 与 引 当 金 130,423,333

繰 延 税 金 資 産 0 未 払 消 費 税 1,722,900

仮 払 消 費 税 0 未 払 法 人 税 等 33,592,500

Ⅱ．固　　定　　資　　産 2,130,352,217 未 払 い 金 22,748,363

（1）有 形 固 定 資 産 1,486,340,036 Ⅳ．固　　定　　負　　債 1,241,178,039

 １．建物 2,057,820,619 長 期 借 入 金 17,405,000

減 価 償 却 累 計 額 △ 1,358,151,394 組 合 債 0

 ２．建物付属設備 1,664,586,353 長 期 預 り 金 1,260,000

減 価 償 却 累 計 額 △ 1,553,794,344 退 職 給 付 引 当 金 1,212,607,348

 ３．建物造作 0 役員退職慰労引当金 6,559,322

減 価 償 却 累 計 額 △ 0 リ ー ス 負 債 3,346,369

 ４．構築物 201,274,377 負 　債 　合 　計 1,603,825,471

減 価 償 却 累 計 額 △ 183,486,430

 ５．医療機械 811,047,503 Ⅴ．出　　　 資　　　 金 973,810,000

減 価 償 却 累 計 額 △ 747,554,636 組 合 員 出 資 金 973,810,000

 ６．器具備品 320,023,815

減 価 償 却 累 計 額 △ 298,531,165 Ⅵ．剰　　　 余　　　 金 741,353,649

 ７．リース資産 151,205,760 （1）法　定　積　立　金 222,550,000

減 価 償 却 累 計 額 △ 145,008,764 法 定 準 備 金 222,550,000

 ８．土　地 555,908,342

 ９．建設仮勘定 11,000,000 （2）医療福祉等積立金 392,000,000

（2）無 形 固 定 資 産 31,790,884 医 療 福 祉 等 積 立 金 392,000,000

借 地 権 9,710,428

水 道 加 入 権 0 （3）任　意　積　立　金 37,000,000

水 利 権 47,671 別 途 積 立 金 0

パソコンソフト 22,032,785 役員退職慰労積立金 0

（3）そ の 他 固 定 資 産 612,221,297 生協会館建設準備金 37,000,000

関係団体出資金 6,615,000

敷 金 11,140,731 （4）当期末処分剰余金 89,803,649

差 入 保 証 金 37,000 前 期 繰 越 剰 余 金 2,477,474

奨 学 金 24,760,000 当 期 剰 余 金 87,326,175

保 険 積 立 金 238,548,333

長期前払消費税 4,928,760 資 　本 　合 　計 1,715,163,649

長期繰延税金資産 326,191,473

資　産　合　計 3,318,989,120 負債及び資本合計 3,318,989,120

《2021年度  予算》� （単位：千円）
Ⅰ．事業収入 3,569,160

　　医療事業収入 2,632,578  

　　介護事業収入 925,582  

　　福祉事業収入 11,000 

Ⅱ．事業用 3,384,430 

　　医療材料費 284,330 

　　一般管理費 3,100,100 

事業剰余金 184,730 

Ⅲ．事業外収入 22,030

Ⅳ．事業外費用 95,760 

経常剰余金 111,000 

Ⅴ．特別利益 0 

Ⅵ．特別損失 8,000

税引前剰余金 103,000 

法人税等　△ 36,000 
法人税等調整額 0 
当期剰余金 67,000 

＊役員報酬は、総額40,800千円を限度として人件費に計上しています。

《剰 余 金 処 分》� （単位：円）
Ⅰ．当期未処分剰余金 89,803,649 

Ⅱ．当期剰余金処分額

　１．法定準備金 85,300,000 

　２．医療福祉等事業積立金 0 

　　合計 85,300,000 

Ⅲ．次期繰越剰余金 4,503,649 

注　記　１．次期繰越剰余金は、教育事業等繰越金です。
２．法定準備金は赤字になった時に備えるものであり、教育事業等繰越金

は教育事業の費用にあてられるものです。生協法及び定款では、出資
総額の2分の1に相当する額に達するまで、毎事業年度の剰余金の10分
の1以上を法定準備金として積み立て、20分の1以上を教育事業等繰越
金として繰り越さなければならないことを定めています。

(７) とやま医療生協　虹のまち第459号 2021年7月富山医療生活協同組合機関紙



すこしおレシピ

栄養科　浅井 雅子

～冷たい麺のときのおかずやビールのおつまみに！～

豚しゃぶと、
たたききゅうりのピリ辛和え

豚しゃぶと、
たたききゅうりのピリ辛和え

豚しゃぶと、
たたききゅうりのピリ辛和え

作 り 方
①沸騰したお湯をごく弱火にして豚肉を1枚ずつ入れ、

色が完全にかわったらざるにあげる。
②きゅうりはピーラーなどで皮をしま目にむき、めん棒

などでひびが入るまでたたき長さを1/4にして、食べ
やすい太さに切る。

③ピーナッツはポリ袋にいれて、めん棒などでたたいて
あらく砕く。めん棒やすりこぎがないときは、ビール瓶
などの空き瓶も使えます。

④ボールに②を入れて塩をふって少ししんなりとなるま
でもみ、①を半分にちぎりながら加える。ピーナッツを
加えて混ぜる。盛り付けてから食べる直前にラー油を
かけて混ぜる。

●豚ロースしゃぶしゃぶ用肉

●きゅうり
●ピーナッツ（無塩）
●塩
●ラー油

10枚（100g）
2本（200g）

30g
ひとつまみ
小さじ1/2

材 料 ／2人分

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・

ワンポイントアドバイス
冷たい麺などの糖質が多い食事は、
ビタミンB群を多く消費します。また、
暑さや疲労のストレスを軽くするため

のホルモンを分泌するために必要なビタミンCは、
体内で合成できないので食事でとることが大切
です。
ラー油のピリ辛が「すこしお」でも、おいしい！
ビタミンBが豊富な豚肉を使って、たんぱく質が
しっかり食べられ、きゅうりでビタミンCを補給した、
夏バテ防止、熱中症予防にお役立ちの一品です。

【
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住
所
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族
の
変
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、
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協
本
部
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。

応募 75通
正解 71通

ユウエンチ（遊園地）
※エンチュウ（円柱）も
　　正解といたします。

無料法律相談のご案内

西山貞
さだ　よし

義弁護士（富山中央法律事務所）

・7月28日（水）
・8月25日（水）
・9月28日（火）

時間は午後2時～4時

◎場所及び申し込み

　富山協立病院　地域連携室

☎076ｰ444ｰ5708
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地域フラッシュ

▲ 6 月 2 日 水橋西部支部
　みんなのサロンおかもと健康チェック １０名参加

▲ 5 月 26 日 高岡支部古府班　
　勝興寺見学

▲ 6 月 16 日　山室支部　青葉団地班
　脳いきいき班会 ６名参加

▲ 5 月 28 日 とよた中央支部　
　支部レクリエーション

核兵器の廃絶をまだ先送りしますか？
「日本政府に核兵器禁止条約の署名・批准を求める署名」にご協力ください。
　2021年1月22日、核兵器を違法とする「核兵器禁止条約」が発効となりました。
しかし、日本政府はこの条約への署名や批准をしていません。唯一の被爆国であ
る日本は、核兵器の恐ろしさや非人道性をどの国よりもよく知っており、その経
験と知識をもって国際社会に訴え、核兵器の廃絶を進めなければならない責務が
あります。
　富山医療生協では「唯一の戦争被爆国の日本政府に核兵器禁止条約の署名・批
准を求める署名」に取り組みます。この取り組みにご賛同をいただき、是非とも
署名へのご協力をお願いいたします。

※署名に関するお問い合わせは　富山医療生協 組織部  ☎076-441-8351

※署名には、国連認証NGO：原水爆禁止日本
協議会（日本原水協）のホームページや署名
ページへのQRコードからもご協力いただけ
ます。

日本政府に核兵器禁止条約の署名・
批准を求める署名ページQRコード
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